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1 はじめに

近年，オフィスビルにおけるエネルギー削減は，極

めて重要な課題となっている．また，オフィスにおけ

る光環境がオフィスワーカの知的生産性に影響を与え

ることが示唆されている [1, 2, 3]．

このような背景から，我々は個別に明るさ（照度）

を提供することで，知的生産性の向上と消費電力量の

削減を実現する知的照明システムの研究を行っている

[4]．現在，知的照明システムは実用化に向けて東京都

内の実オフィスにおいて実証実験が行われており，同

志社大学から稼働状況の確認を行っている．この実証

実験において，執務に必要な書類などが障害物となり

照度センサが正しい照度情報を取得できないトラブル

が生じることがあった．そこで本稿では，実証実験で

生じたトラブルを基にログデータから検出を行うこと

で，実オフィスに導入した照明制御システムの稼働状

況の監視を行う．

2 知的照明システム

2.1 導入した知的照明システム

知的照明システムは，複数の照明器具と複数の照度

センサをネットワークに接続することで構成される．

知的照明システムでは，オフィスワーカが机上のパソ

コンから目標の明るさ（目標照度）を設定するだけで，

照明や照度センサの位置情報を必要とすることなく，

自動的に有効な照明を判断し，任意の場所に任意の照

度を提供することができる．目標照度は，各オフィス

ワーカが所持する照度センサごとに設定される．すな

わち，照度センサの付近の明るさが目標照度となるよ

うに各照明器具の制御を行う．

これまで知的照明システムは同志社大学の実験室

において，その有効性が検証されてきた．しかし，実

際のオフィスでは照明の数や照度センサの数も多いた

め，様々な問題があると考えられる．そのため，知的

照明システムの実用化に向けて，東京都内における実

オフィスに導入し，実証実験を行っている [5]．
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2.2 ログデータ

実オフィスに導入した知的照明システムは，稼働状

況の解析のためにユーザの操作情報とセンサ情報を出

力している．これらを，ログデータと呼ぶ．実証実験

には，詳細な時系列データが必要になる．そのため，

以下のログデータを 1分毎に出力している．

1. ログデータの出力年月日時分
2. 各照明における白色の点灯光度
3. 各照明における電球色の点灯光度
4. 各オフィスワーカの目標照度
5. 各照度センサの現在照度

オフィスワーカ 1人につき照度センサが 1台設置さ

れているため，目標照度および現在照度は，オフィス

ワーカのデスクの数だけ出力されている．また，白色

光度および電球色光度は，照明の台数分だけ出力され

ている．このログデータを利用することで，システム

の稼働状況を確認することが可能である．

3 実証実験で生じたトラブル

実証実験において，システム制御用 PCと照度セン

サ間におけるネットワークの接続不良，障害物による

誤った照度情報の取得，およびシステム制御用 PCの

ハングアップが生じることがあった．これらにより，

知的証明システムは正常に稼働しなくなる．このため，

これらの状況を検出することが必要である．

上記の３つのトラブルは，ログデータにおいて次の

条件を調べることにより検出することができる．

1. 現在照度が一定の照度センサ
2. 現在照度が 50[lx]以下の照度センサ
3. ログデータの欠落日時

システム制御用 PCと照度センサ間におけるネット

ワークの接続不良が生じた場合，照度センサの照度情

報は一定になる．また，センサ部分に書類などが被さっ

た場合，50[lx]以下になることが多かった．システム

制御用 PCのハングアップにおいては，ログデータの

欠落が生じる．そのため，前述のトラブルを検出する

ことが可能である．

4 ログデータからのトラブル検出

3章で述べたトラブルが生じた場合，ログデータか

ら検出することが可能でる．システム制御用 PCと照

度センサ間におけるネットワークの接続不良が生じた



場合の各照度センサにおける照度履歴を Fig.1に示す．

ここでは，13台の照度センサのうち，4台の照度履歴

を示す．また，障害物による誤った照度情報を取得し

た場合の照度センサにおける照度履歴を Fig.2に示す．

そして，システム制御用 PCがハングアップした場合

のログデータを Fig.3に示す．なお，すべてトラブル

が生じた前後の履歴である．
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Fig. 1: 各照度センサにおける照度履歴
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Fig. 2: 照度センサ 10における照度履歴
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Fig. 3: ログデータの欠陥

Fig.1，2，および 3に示したような状況を遠隔地か

ら検出する監視システムを構築した．本システムでは，

各照度センサにおける照度情報が 10分以上一定の場

合，照度センサ IDと照度情報の検出を行う．また，各

照度センサにおける照度情報が 10分以上 50[lx]以下

の場合，照度センサ IDと最小照度および最大照度の

検出を行う．ログデータにおいては，1分毎に確認を

行い欠落があった場合，その年月日時分の検出を行う．

なお，すべての検出結果はテキストファイルで出力さ

れる．

5 検出結果のメール報告

ログデータからトラブルの可能性がある値の検出

結果は，管理者および関係者にメールで報告を行う．

検出結果のメール報告は，WSH(Windows Scripting

Host)を用いて行う．WSHを用いるこで，4章で述べ

た検出結果のテキストファイルを引用して本文を作成

し，Outlookから送信することが可能である．また，

各導入先における知的照明システムの省エネ効果とし

て，消費電力量の報告も行う．タイマ設定で本システ

ムを実行させることで，ログデータからのトラブル検

出および検出結果のメール報告をすべて自動で行う．

Fig.4に稼働状況の報告を示す．なお，Fig.4に示した

のは，東京都内 5ヶ所に導入した知的証明システムの

2010年 10月 26日における稼働状況の報告である．

1.大手町ビル　都市計画事業室
ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣḞⴠࡢࢱ࣮ࢹ࣭
࣭⌧ᅾ↷ᗘ 50(lx)௨ୗࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭⌧ᅾ↷ᗘ୍ࡀᐃࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭㟁ຊ㔞ࡣ ࡍࡲ࠸࡚ࡋ㛫࡛ኚ໬ࡢ50% - 11

2.大手町ビル　ビル管理企画部
ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣḞⴠࡢࢱ࣮ࢹ࣭
࣭⌧ᅾ↷ᗘ 50(lx)௨ୗࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭⌧ᅾ↷ᗘ୍ࡀᐃࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭㟁ຊ㔞ࡣ ࡍࡲ࠸࡚ࡋ㛫࡛ኚ໬ࡢ122% - 62

3.新丸の内ビル
ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣḞⴠࡢࢱ࣮ࢹ࣭
࣭⌧ᅾ↷ᗘ 50(lx)௨ୗࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭⌧ᅾ↷ᗘ୍ࡀᐃࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭㟁ຊ㔞ࡣ ࡍࡲ࠸࡚ࡋ㛫࡛ኚ໬ࡢ26% - 11

4.六本木ヒルズ森タワー
ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣḞⴠࡢࢱ࣮ࢹ࣭
࣭⌧ᅾ↷ᗘ 50(lx)௨ୗࡢ↷ᗘࢧࣥࢭ
㧗↷ᗘ᭱ࠉᑠ↷ᗘ᭱ࠉࢧࣥࢭ
  10        0        38

࣭⌧ᅾ↷ᗘ୍ࡀᐃࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭㟁ຊ㔞ࡣ ࡍࡲ࠸࡚ࡋ㛫࡛ኚ໬ࡢ28% - 0

5.東京ビル
ࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣḞⴠࡢࢱ࣮ࢹ࣭
࣭⌧ᅾ↷ᗘ 50(lx)௨ୗࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭⌧ᅾ↷ᗘ୍ࡀᐃࡢ↷ᗘࢇࡏࡲࡾ࠶ࡣࢧࣥࢭ
࣭㟁ຊ㔞ࡣ ࡍࡲ࠸࡚ࡋ㛫࡛ኚ໬ࡢ31% - 12

Fig. 4: 稼働状況の報告

Fig.4に示したメール報告により，各導入先におけ

る知的照明システムの稼働状況を確認することができ

る．また，ログデータからトラブルの可能性がある値

を自動検出を行い，管理者および関係者に稼働状況を

自動送信するため，トラブルが起きた場合は，迅速な

対応を行うことができる．

本システムは，ログデータからトラブルの自動検出

を行い，管理者および関係者に稼働状況を自動送信す

ることができる．そのため，実オフィスに導入した照

明制御システムの稼働状況を同志社大学から監視する

ことが可能である．
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